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取扱説明書 


o 


この芝びは、 シャープデータレコー グ 
CZ—8R し1をお買いあげいただき、まこ 
とにありがとラございましだ。 

ご使用になる前にこの取扱説明書をよ< 
お読みいだだき、本機を正し<お使い< 

纖_ . 

なお、この取扱説明書は保証書、シャ 
ーブお客様ご相談窓□一覧表とともに、 
大切に彳呆存して <ださい。 

万一、ご使用中にわからないことや具合 
の悪いことが生じだとき、きつとお役に 
立ちます。 
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専用コント□—ルケーブル (D I N 7ピン）を接続することによって、シャー 
プノ ソナルコンピュータ CZ — 851 C /852 C から 、 BAS I C コマンドに 


よつてコント□—ルができます。 


磐 本機は、各社のーソナルコンピュータの周边外部メモ U として、オーデ 
イオ用カセツトテープにプ□ブラムやデータを記録 • 保存できます。 

また、市販のプ□ブラムテープの読み出しもできます。 



⑴▽イコン搭載により、フル□ジックコント□—ル可能 

(2) コンピュータコント □—) レ機能 

シャープパーソナルコンピュータ CZ -851 C まだは、 CZ -852 C の専用 
データレコーダ'として使用することにより、コンピュータ側から BAS I C 
コマンドによつてヲータレコーグのコント□ールを行なうことができます。 

(3) APSS(Auto Program Search System ) 機能 

プ□グラム間の無録音部分を検出して、プ□ブラムの頭出しを行ないます。 

(4) 新機能セーブポジションサーチ機能 

セーブ可能な位置を捜し、頭出しを行ないます。 

(5) 転送レート切換スイッチ付 


本機は、高速2700 ボー 対/®可能なデータレコーダであり、まだパーソナル 
コンピュータ CZ —8 〇 2 C /851 C /852 C 用 （ HIGH ) とその他のコンピュー 
夕用 （ LOW ) との転送レート切換も可能です。 

(6>位相切換スイッチ付 


(7) EDIT スイッチ付 

APSS 時に必要な無録音部分をつくることができます。 

(8) モニタースピーカー 内蔵(ボ U ユー ム付） 



CZ -8 RL 1 ©/ \°ッケージ内容は次の通りです。ノ \°ッキングケースより取り 
出す際は同梱物がそろつていることを確認して<ださい。 






デ ー タレコーダ本体 


取扱説明書 


セ P 兰 モ ^^ 

お客様ご相談窓□一覧表 
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使用上の注 




. 

電源コードについて 

電源コードを机やイスの下に敷いだり、ものにはさん 
で傷をつけないようご注意<ださい。電源コードに傷 
がついたまま使用すると危険です。また電源コードを 
抜くときはかならず差し込みプラブを持って抜いてく 
ださい。 

電源■圧について 

■ •> - •••*>' > ' • * - •'• ..，:•:「： .. .•:••、'• ••*>■••• K»f ■•...••>.■.. 1 

. 

電源電圧は八0100ソ（501^/601^)でご使用ください £： 
電源電圧が極端に高かっだり、低かっだりすると故障 
の原因になり、十分性能が発揮できない場合がありま 
す。このようなときは、お買いあげの販売店あるいは 
ちよりのお客様ご相談窓口にご相談< ださい。 

入出力の信号について 

.'••.■••.■••..■二 

•二. ■■ ■- V .； : . 

；.'；-： ：' ：：：*^ '： ：- '• - .； ； r： - - : ; - «¥：：■•：-•： ； V ：^ - •. • •- 

- .• ... 

••: .一 こ:.: こ;:•こ::. ••た • • - . 

本機は入力された信号を波形整形してからテープに録 
音しています。また再生されだ信号も同様に®理して 
再生されます。本機はデジタル信号専用機ですので、 
CMT IN(M 1 C ) へのボイスファイ 1 」ンク''、ミユージツ 
ク等、アナ□ク''信号を録音しても、再び CMT OUTCE 
AR ) からアナ□ブ信号として出力はされません。 

. r - • - ：^ y .* •.： ,.；■■ 

•ご::.:: •: •二 ••： • 

次のような場所では 
使用しないで < ださい。 
故障の原因になります。 

.. : . Y '. :.セ:'.:.:、: V V .': : •：-； •: v ： ; ^ •••..;<• ：■ :に;::.. k :.. ふ 〆 :;:::，-: V ； •二 

湿気やほこりの多しヽ場所 

② 温度の高い場所（直射日光の当る場所、暖房器具の 
近くなど） 

@ 周囲温度が〇で〜 40° C の範囲を越える場所 

㊣ 強い磁力の発生する近< (テレビ、スピーカー、モ 
ー ターな ど） 

' iSzy .'•： •: :- ' J *- ： : •. :; .:你 ，二:：. , : •パ：:: : ； E & : '• ； ' !：：>>；:：;••--： V .-：： :: •ぶぬ/: 

水や異物について 

: 

本機の内部に水や液状のもの、針やピンなど金属類が 
入ったまま使用すると危険です。異物が入らないよう 
注意し、万一水や液状の異物が入った場合すぐに電源 
差し込みプラブを抜き、お買いあげの販売店あるいは 
もよりのお客様ご相談窓□にご連ら< ください。 
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衝撃について 


本機は、精密な電子部品でできています。落しだり、 
物を当てたりして衝撃を与えないでください。故障の 
原因になります。 


スイッチの入っだ状態で電源差し込みプラブを抜いだ 
り差しだりすると、故障の原因となります。 


①カセツトテープの種類 

本機に使用するカセツトテープは ノーマル テープを 
使用して<ださい。 ク □— ムテー プやメタルテープ 
は正常な □— ド、セーブができませんので使用しな 
いでください。また、 C —120 タイプのテープは薄い 
だめ、キヤプスタンやピンチ□ーラーに卷きついだ 
り、伸びだつ、変形したりしやすいので、デジタル 
信号の録音再生には適しません。なお、本機では、 
APSS 動作安定のだめ 、 C — 15タイプのテープを推 


カセツト テープに 

ついて 



奨します。 

②カ セツ ト テープの 取扱い 

•テープに たるみがあるときは、鉛筆などで巻き取 
ってから使用して<ださい。だるんだまま使用す 
るとテープが巻き込まれ、大切なテープをいだめ 
てしまいます。 

•テープ 面に手を触れだり、汚したりしないでくだ 
さし、 0 

鬱 テープを引き出さないで<ださい。 

•未使用の テープは一度、 FF 、 REW して テープを 
ほぐしてか 1 5使用することをおすすめします。 

籲カ セツトの誤消去防止用のツメをドライバー等で 
.折り取っておくと、 デー タレ コーダで SAVE (録 
音）されません。大切なプ□グラムを誤って消し 
てしま〇ことがありません。再び録音するときは 
穴をセ□ハンテープで貼り、ふさいで<ださい。 
まだ、すでに記録してあるテープを再び使用する 
場合は、必ず消去してから使用してください。 

市販のカセツトテープは 

著作権法上、権利者に_断では使用できませんので 

注意して <ださい。 









































(3： カセツト取出しボタン （ EJECT ) 

電源 ON 時は、軽く押すと取り出せます。まだ、さらに押し込むと電源の ON/OFF 
にかかわらず、取り出しできます。 


② カセットケース 

③ fPO WER ' インジケータ 

背面の電源スイッチを ON にすると、赤色に点灯します。 

④ テープカウンタ ( COUNTER )/ リセットボタン 

U セットボタンを押すと、テープカウンターの数字が 、、〇 0 〇"になります。テー 
プ走行と共に数字が変わりますので、プ□ブラムやデータの範囲をメモしておくと 
整理する際、便利です。 

@APSS ボタン ( APSS ) 

プ□ブラム間の無録音部分を検出して、プ□ブラムの頭出しを行なう時に使います。 
詳しい操作方法は11ページの 、、APSS 機能〃を参照してください。 

⑮ モニターポタン （ MONITOR) ON 【 j~l _】 -OFFLTL 】 

プ□ブラムやデータを音で確認しだい時に使います。このボタンを押すとスイッチ 
ガ□ックされ、ボ U ュームで調整されだ音量がスピーカーから出ます。再び押すと 
ロックが解除され、スピーカーか e > の音が5ュートされます。 

⑦ EDIT ポタン （ EDIT ) 〔マニュアル操作モード時のみ有効〕 

APSS 時に必要な無録音部分を つくる 時に使用します。 この ボタンを押してい る 時 
間 だけ 無録音部分が つ <れます。ボタンをはなせばエディトが解除されます。 

® LOAD キー （ し OAD ►) 〔マニュアル操作モード時のみ有効〕 

プ□ブラムやデータを LOAD (再生)する時に使しヽます。 

1 」モートジャックを使用している場合、このキーを押すとインジケータが緑色に点 
滅し、 LOAD コマンド待期状態となります。まだ 1 」モートジャックを使用していな 
い場合は、インジケータが緑色に点灯し LOAD 状態となります。 
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⑬ STOP キー （STOP 国） 

テープの走行を止める時に使います。 

⑩ REW キー （ REW 44) 

テープを卷戻す時に使います。このキーを押すとインジケータガ緑色に点灯し REW 
(巻戻し）状態になり終了後彳亭止して解除されます。 

APSS の時は、インジケータか'点滅になります。 

⑪ FF キー （ FF __) 

テープを早送りする時に使います。このキーを押すとインジケータが緑色に点灯し、 
FF (早送り）状態になり、終了後停止して解除されます。 

APSS 時は、インジケータが点滅になります。 

⑫ SAVE キー （ SAVE ) 〔マニュアル操作モード時のみ有効〕 

ブ□ブラムやデータを SAVEC 録音)する時に使います。リモートジャックを使用し 
ている場合、このキーを押すと、インジケータが赤色に点滅し、 SAVE コマンド待 
期状態となります。また、 U モートジャックを使用していない場合はインジケータ 
ガ赤色に点灯し、 SAVE 状態となります。 

なお、使用しているテープのライトプ□テクト用のツメが折られている場合は、力 
セツトケースがひらき、 EJECT 状態となります。 


後面図 





，電源スイッチ （ POWER ) 

ON Hi 


OFF 


⑭ 電源コード AC 100 V 50 HZ /60 HZ 

⑮出カジャツク （CMT OUT / EAR ) 

テープを LOAD (再生) する時、出力を取り出すジャツクです。 （0 3.5) 

⑯リモートジャツク （ REMOTE ) 

本機のモーターを外部から ON / OFF するジャツクです。 （ ¢2.5) 

⑰ 入カジャツク （CMT IN / MIC ) 

プ□グラムやデータを テープに SA V E (録音)する時の入カジャツクです。3 - 5) 















































SMI 相切換スイッチ ( PHASE ) 

コンピュータの記録方式、あるいは市販ソフトテープの録音状態により LOAD か'正 
常に行なわれない時に、波形の位相をノー▽ル CTL )、 U バース CnL ) のどちらか良 
い方に切り換えます。なお LOAD 中には切り換えないでください。 

また、通常はノーマル 〔 J 1〕 にセットしておいてください。 

@ポ ー レ ー ト切換スイッチ （ BAUD ) 

本機と/ \°ーソナルコンピュータ間の転送レートに廊じて、スイッチを切換えます。 
シャープ XI シリーズのパーソナルコンピュータは、転送レ _ 卜27◦◦ボ _ なので、 
CZ — 8 〇 2 C /851 C /852 C に本機をイ吏用する場合は、このスイッチを HIGH 〔 J 1〕 
にしてください。また、それ以外のパーソナルコンピュータに使用する場合は 、 LOW 
Lrr 〕 にしてくださしヽ。なお、 LOAD 中は切り換えないでください。 

⑩ モード切換スイッチ （ MODE ) 

シャープパーソナルコンピュータ CZ — 851 C /852 C に使用する場合（コンピュー 
タコント□ールモード）とその他のコンピュータに使用する場合（マニュアル操作 
モード）との切り換えを行ないます。ハ°—ソナルコンピュータ CZ — 851 C / 852 
C と専用ケーブル ( Dl N 7ピン）で接続し、コンピュータコント□ールモードで使用 
する場合は、このスイッチを computer 〔_ TL 〕 c 、 その他のコンピュータ （ CZ - 
802 C を含む）と市販の CMT ケーブルで入出カジャック、 U モートジャックを接 
続して使用する場合は、スイッチを MANUAL 〔 j ~ l 〕 にしてください。 

なお、このスイッチが COMPUTER 〔丁1〕になつていると、本機の LOAD、SAVE 
キー操作を受けつけません。 

3 モニターボ U ューム つまみ （MONITOR VOL ) 

LOAD 中のスピーカーの音量を調節します。右に回すと音が大き<なります。また、 
マニュアル操作モードで使用する場合、このつまみは LOAD レベルの調節も兼ねて 
います。したがつて、 LOAD レベルに影響しますので、特に注意して<ださい。 
コンピュータコント□ールジャック （COMPUTER CONTROL ) 

シャープパーソナルコンピュータ CZ -851 C /852 C と本機を専用ケーブル (DIN 
7ピン）で接続するためのジャックです。 

§) スピーカー 








(1) シャープノ X — ソナルコンピュータ CZ —851 C /852 C との接続 

• j トソナルコンピュータ CZ -851 C /852 C に同梱されている専用データレコー 
夕'、ケープリレ （ Dl N 7ピン）で、本機の ^COMPUTER CONTROL ジャック〃とノ \° 
—ソナルコンピュータの U CMT ジャック〃を接続します。 

なお、接続はコンピュータと本機の電源を切つてから行なつて<ださい。電源を入 
れたまま行なうと、誤動作の原因となります。 

•セッ ト背面のモード切換スイッチ ( MODE ) をかならず、 COMPUTERCri 〕 に 
してください。 

〔ご注意〕 

籲 、、専用データレコー ゾ ケーブル〃 CD IN 7ピン）と、'テレビコント □ー ル ケーブル〃 
( D ! N 8ピン）をまちがわないよう注意して< ださい。 



(21 CZ -851 C /852 C 以外のノ X —ソナルコンビュータとの接続 

(シャープノ t —ソナルコンピュータ CZ — 802 C も同様） 

•市販され ている CMT 接続ケーブルは、赤、白、黒のプラグに色分けされています。 
それぞれ、次のよラに接続して<ださい。 


赤 . 入カジャック CMT 1 N ( MIC ) 

白 . 出カジャック CMT OUT ( EAR ) 

黒 . IJ モートジャック REMOTE 

モード切換スイッチ ( MODE ) は、かならず MANUALCnJ にしてくださし)。 



，このモード切喚スイ’ソチを 


V 


白 


里 


M ANUA 






バ-ソナルコンビユーク 
からの接持ケーフル 
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各操作を行なう 前に、 8ぺージ の'、 シャープ/ \°ーソナルコンピュ ー9 CZ -851 C /852 C 
との接続"に従い、も〇—度確認して<ださい。 


(1) LOAD (再生）をするには 


番号の順に操作をして < ださい 


〇 



の セット背面の鼋源スイッチを押して電源を入れます。 

電源が入れば、インジケータが点灯します。 

3 カセット取出しボタン （ EJECT ) を押してカセットケースをあけ、テープを入れ 
ます。 

g ) セット背面のスイッチを次のよろに設定します。 

• PHASE : NOR 〔几〕 

• baCjd : hIgh 〔 jt 〕 

■ MODE : COMPUTER 〔 JT 〕 

g テープに SAVE (録音）されている、プ□ブラムやデータを音で確認しだいときは、 
MONITOR ボタンを〇 N 〔_ ru 〕 にします。 

㊂ セット背面の MONITOR VOL つまみで、音量を調節します。 

25( 1 ) BASIC 起動時からの LOAD 

/ \°ーソナルコンピュータ側で、 LOAD コマンドを実行します。 

すなわち、 

LOAD n CAS :ファイル名" 

まだは LOADM "CAS :ファイル名 n (マシン語の場合） 

LOAD インジケータが点灯し、実行しおわると、インジケータが消え、停止 
状態になります。 

(ji)IPL^”0^LOAD 

/ \°—ソナルコンピュータの初期メニュー画面から〇キーを押すか、まだは〇 
キ—を押しなから、ノてーソナルコンピュータの電源を入れます。 




















































LOAD インジケータが点灯し、実行しおわると、インジケータか'消え、停止 
状態になります。 


(2) SAVE (録音）をするには 

番号の順に操作して < ださし、。 



① セット背面の電源スイッチを押して電源を入れます。 

② 電源が入れば、インジケータが点灯します。 

©カセット取出しボタン （E JECT ) を押してカセットケースをあけ、テ 


入れます。 

セツト背面のスイッチを次のよ〇に設定します。 





フェーズ 

PHASE 

A \ ーレート 

BAUD 

MO~DE 


ノー ▽ル 

NOR 〔几〕 

ハイ 

HIGH 〔 J~L 〕 

コンピュータ 

COMPUTER 〔几〕 


◎ U セツトボタンを押してテープカウンタを u 0 0 0" にします 
©/ \°—ソナルコンピュータ側で、 SAVE コマンドを実行します。 


すなわち 


\ 


SAVE n CAS : ファイル名 n 



または SAVEM n CAS : ファイル名 n (マシン語の場合） 

SAVE インジケータが点灯し、実行しおわると、インジケータガ消え、停止状態 
になります。 

★ SAVE か'終了したら正しく SAVE されだかどうか、必ずべリファイを行なつて確 


認をして<ださい。 


すなわち、巻き民しサーチ 〔 REW * APSS 〕（11 ぺ ー ジの (3) — ( ii ) “卷き民しサ ー チ M 
を参照してください。）を使い、カセツトテープを SAVE 前の位置に戻し 


VERIFY n CAS : ファイル名 n を実行してください。 
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(注意事項〕 

• SAVE 中、途中で SAVE を止める場合、コンピュータ側のキーボ ー K で 巨 HIFT 
+歴豆 ESI を押して行なつて<ださい。本機の STOP キーを押してち、コンピュ 
—夕が止ま5ない場合や、コンピュータ、データレコーダ両方とも正しく止まら 
ない場合があります。 

(3) APSS(Auto Program Search System ) 機能 

この機能は、プ□グラム間の無録音部分を検出して、プ□フラムの頭出しを行なう 
機能です。 

(i ) 早送り サーチ (FF - APSS ) 

本機が彳亭止状態のとき、次の順序で行なつて<ださい。 

なお、 APSS の待期状態 （ FF / REW 共にインジケータが点滅している。）を解 
除するには、 STOP キーを押してください。 


操 作 

動作/状態 

① APSS ボタンを押す 

FF/RE W 共にインジケータが点滅する。 

② FF キーを押す 

REW が消え FF インジケータのみ点滅し 、 FF _ APSS 状態となる。 

ブ□フフ乙の頭出しをして停止状態となる 。 F F インジケータが消える。 


テープの 走行方向 


f プロブラム D 

irn 。ヨ 

mm.e 

プログラム C 

無録音 

プ□ブラム B : 

無録音 

フ□ブラム a/ 


1 \ 

^ - FF * APSS —； 


停止 現在の位置 


C ii )卷き民しサーチ （REW . APSS ) 

本機が停止状態のとき、次の順序で行なつてください。 

なお、 APSS を解除するには、 STOP キーを押してください。 


操 作 

動作/状態 

① APSS ボタンを押す 

F F/R E W 共にインジケータが点滅する。 

© REW キーを押す 

FF が消え、 REW インジケータのみ点滅し REW _ APSS 状態となる。 
プロブフ△の頭出しをして、停止状態となる。 REW インジケータが 
消える。 


テープの走行方向 


/プ□フラム D 

無録音 

\ 

4 

プ□フフム C 

1 

M 


プロプフム巳 

無録音 

プログラム a/ 

I 1 

卜 REW_ APSS ——^ 

4 

I 



現在の位置 停止 
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( Hi ) 録音サーチ （REC • APSS ) 

本機では、上記の2種の APSS 機能に加え、録音サーチー SAVE 可能なポジシ 

ヨンを捜し、頭出しを行なろこともできます。本機が停止状態のとき、次の順序 
で行なつてください。 

なお、 APSS を解除するには、 STOP キーを押してください。 

操 作 動作/状態 


① APSS ボタンを押す 

FF/REW 共にインジケータが点滅する。 

1 ©SAVE キーを押す 

@REW が消え、 FF インジケータのみ点滅し FF_ APSS 状態となる。 

⑮ FF インジケータが消え、 REW インジケータが点滅し REW.APSS 
状態となる。 

©LOAD インジケータガ点灯し、 LOAD 状態となる。 

⑥プ□ブラムの最後を橫出し停止状態となる。 LOAD インジケータガ| 
消スる。しれで SA V E 司能なポジションで停止状態となってし\ます。 


プの走行方向 


無録音 


部分 

1 

プ□ブラム C 

i> 

+TTT Azq T^r 

Mms 

プ□ブラム B 


T*T 

撕録日 


フ□ブラム 



RE 


W-APS& 
LOAD 


FF-APSS 

a) 


停止 

⑥ 


現在の位置 


〔注意事項〕 

本機の APSS 機能は、プ□ク''ラム間の無録音部分（約5抄以上）を検出することによ 
つて、各動作を行なっています。しだがって、次のよろな場合は、正常な動作ガ行な 
われないことがありますので、注意して<ださい。 

① プ□ブラム間の■録音部分が短かすぎる場合。 

©プログラム間の無録音部分に雑音がのっている場合。 

② 録音レベルの低いテープを使用した場合。 

④ 録音サーチ (REO APSS ) でフ□ブラム間に1分以上の無録音部分か'ある場合、 
SAVE ガ可能と判断されます。長いプロブラムを SAVE すると、あとに記録され 
ているプ□ブラムが消去されてしまいます。録音サーチ （REC • APSS ) を使用 
するときは特に注意してください。 
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(4) コンピュータコント□ール機能 

パーソナルコンピュータ CZ -851 C /852 C から 、 BAS 1 C コマンドによって、本機 
のコント□—ルができます。 

•次の 順序に従って巳 AS IC を起動して<ださい。 

①ノ \°_ソナルコンピュータ CZ — 851 C /852 C のキーボードの HHELPI キーを押しな 
がら、コンピュータの電源スイッチ （ POWER ) を入れます。 

:庁イスプレイテレビの画面上に次のメッセージが表示されるまで 1 HELPI キーを押 
し続けて < ださい。 

SHARP HuBASIC CZ-8FB02 Mersionl.0 
Copyrighl, (C)1984 by SHARP/Hudson 

74493 Byies free 

Ok 

@ NEWON と表示されますので、間隔をあけずに _ キーを押すか、まだは[9|[^1 
キーを順に押して < ださい。 

キーを押した場合、すべてのコマンドステ ー トメントが使用できます。 

固_キーを順に押しだ場合、次のコマンドステートメントが使用できな < なります C 

M!RROR$, KANJI$, DTL 、 RANDOMIZE. 

WAIT 、 KEYLIST 、 KLIST 、 K 巳 UF 、 CANVAS 、 

LAYER 、 TVPW 、 CHANNEL、VOL 

なお、詳しくはパーソナルコンピュータ〇 Z—851C/852C に同梱されている ” BASIC 
リファレンスマニュアル " 2 —1—2 NEWON または、、：！ ー ザーズマニュアル "2 
章フ I 」 — エ | J アについて固 NEWON とフリーエリアを参照してください。 

⑩パ ーソナルコンピュータ側から データ レコーダをコント□—ル可能な BASIC コマン 
ドには、次のよ〇なものか'あります。 

各コマンドの使い方は、 CZ -851 C /852 C に同捆されて し、 る " BASIC リファレン 
ス マニュアル〃 をご覧<ださい。 

EJECT 、 CSTOP 、 FAST 、 REW 、 APSS、CMT 
FILES/LFILES 、 LOAD/L 〇 ADM 、 SAVE/SAVEM 
L 〇 AD"?/VERIFY 、 CHAIM 、 MERGE、OPEN 
CLOSE 、 PRINT# 、 WRITE #、 INPUT ^ 

LINPUT #/ L 1 NE、INPUT 井、 DEVl $、 DEVO $、 INtT 

なお、各コマンド操作を行なう前に、セット背面のスイッチが次のように設定され 

ているか、もう一度確認してください。 

參 PHASE:N 〇 R 〔 JT 〕 # 巳 AU f D:HIGH 〔 JT 〕 ©MODE:C 〇 MPUTER 〔 11 〕 

- し汪恿 . 』 ... ： ： : 

コンピュータモードにて、パーソナルコンピュータ CZ — 851 C /852 C から 
プ□グラムによりカセットの現在の動作モードやカセットの状態（テープ装着 
の有無等)を繰返し読み出している時には、パーソナルコンピュータのキーボー 
ドからの入力を受けつけにく<なる場合か'ありますので、注意してください。 
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シャープノ \°_ソナルコンビュータ CZ — 851 C /852 C 以外のノ \°—ソナル 
コンビータ用として使用する場合(パーソナルコンピュータ CZ -802 C も同様) 


各操作を行なう前に、8ページの \、 CZ -851 C /8&2 C 以外のノ \°—ソナルコンピュー 
夕との接続〃に従い、もう一度確認して<ださい。 


( i ) load 再生）をするには 


番号の順に操作をして < ださい。 



( )セット背面の電源スイッチを押して電源を入れます。 
3電源が入れば、インジケータガ点灯します。 


③カセツト取出しボタン （ EJECT ) を押してカセットをあけ、テープを入れます。 
@セツト背面のスイッチを次のように設定します。 


フェーズ 

• PHASE 


ボーレート 

• BAUD 


モー K 

• MODE 


ノーマル 

: NOR (J1) 

□一 

: LOW (xx] 

/\イ 

HIGH tri ) ( CZ -802 C の場合) 

▽二:!アル 

: MANUAL〔^nJ 


⑮ テープに SAVE (録音）されている、プ□ブラムやデータを音で確認したいときは、 


M 〇 NITOR ボタンを ONLnJ にします。 

© tz ツト背面の MONITOR VOL つまみで、音量を調節します。※ 

⑦ （i ) U モートジャツクを使用している場合 

LOAD キーを押します。 LOAD インジケータが点滅し待期状態になります。 
次に/ \°—ソナルコンピュータ側で、 LOAD コマンド(再生命令）を美行します。 
詳し <は\ ノ彳ーソナルコンピュータの取扱説明書をご覧 <ださい。 


LOAD 後、 LOAD インジケータガ点滅し、再び待期状態となります。（再び LOAD 
する場合は、 LOAD コマンドを実行してください。） STOP キーを押すと点滅 
が消えて停止状態になります。 
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(n ) u モートジャツクを使用していない場合 

ノ \°ーソナルコンピュータ側で、 LOAD コマンド（再生命令）を実行します。 

次に LOAD キーを押します。 LOAD インジケータか'点灯し LOAD ガ実行され 
ます。 

コンピュータが LOAD コマンドを美行しおわっだら STOP キーを押して、カセ 
ツト テープを 停止させてください。 

.CMT OUT のレベルは MONITOR VOL で可変します。 

L 〇 AD ミスをおこした場合は、 MONITOR VOL つまみを調節し、 CMT OUT 
のレベルを適度なレベルに合わせて<ださい。 

(注)市販のソフトテープの中には、信号の位相が、逆相になっているものがあります。 
万一、市販のソフトテープガまっ芝< LOAD できない時や、 LOAD 中にエラーか' 
出だ場合は、逆相になつている可能性がありますので、セツト背面にある 

PHASE スイッチを NOR か 5REV に切り換えて、再度 LOAD を試みてください。 


NOR ノーマル 〔_n_〕 
REV I 」バース〔几〕 



また、ボーレ ー ト（データ転送速度)が、適していない可能性がありますので、ボー 

レートスイッチを LOW から HIGH に切り換えて、再度試みて<ださい。 

(ただし、 CZ — 802C は、切り換える必要はありません。 HIGH のままで使用して 
<ださい。） 


(2 )SAVE (録音）をするには 

番号の順に操作をして < ださい。 
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① セット背面の電源スイッチを押して電源を入れます。 

©電源が入れば、インジケータが点灯します。 

カセット取出しボタン （ EJEC 丁）を押してカセットケ ー スをあけ、テ ー プを入 

れます。 

④ セット背面のスイッチを次のよラに設定します。 

• PHASE : NOR CJ 1) 

• BAUD : LOW Cj - l ) 

HIGH 〔 JT 〕（ CZ -8 〇 2 C の場合） 

•MODE : MANUAL 〔八〕 

⑮ 1 」 セットボタンを押してテープカウンタを、'〇〇〇〃にします。 

⑮ （i ) U モートジャックを使用している場合 

SAVE キーを押します。 SAVE インジケータガ点滅し待期状態になります。 
次にパーソナルコンピュータ側で、 SAVE コマンド（録音命令）を実行しま 
す。詳し<は、ハ°ーソナルコンピュータの取扱説明書をご覧<ださい。 
SAVE 後、 SAVE インジケータが点滅し、再び待期状態となります。 

(再び SAVE する場合は、 SAVE コマンドを実行してください。） 

ST 〇 P キーを押すと点滅が消えて停止状態になります。 

( H ) リモートジャックを使用していない場合 

/トソナルコンピュータ側で、 SAVE ] マンド（録音命令）を実行します。 
次に SAVE キーを押します。 SAVE インジケータガ点灯し SAVE ガ実行され 
ます。 

コンピュータが SAVE コマンドを実行しおわっだら STOP キーを押して、力 
セットテープを停止させて<ださい。 

★ SAVE ガ終了しだら正しく SAVE されだかどうか、必ずべリファイを行なって確 
認してください。ベ U ファイの方法については、パーソナルコンピュータの取扱 
説明書をご覧 <ださい。 

(3) APSS(Auto Program Search System ) 機能 

11 ページ 1—(3 rAPSS 機能"に従い操作してください。 

⑷無録音部分をつくるには （ EDIT 機能） 

APSS 機能を活用するため、 SAVE の前まだは、 SAVE のあとに必ず約5秒以上の 
無録音部分をつ < っておいて < ださい。 

① U モートジャックをぬきます。 

EDIT スイッチを押し芝まま、 SAVE キーを押します。 

©約5抄間以上その状態で、無録音部分をつ< って<ださい。 

© STOP キーを押し、停止させて<ださい。 
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闔串な于八; 


春本 機を常に最良の状態で使用していだだ<だめに次のお手入れを定期的に行なって 
ください。 

⑴ヘッド、ピンチ□—ラ、キヤフスタンの清掃について 

テープとの接触面にゴミやホコ U か彳订着すると、正常な LOAD 、 SAVE ができな 
いほか、テープをいためる原因となります。電源を切ってからカセットケースを 
はずして市販されている綿棒、ク U — ナ液できれいにふき取って<ださい。 

(注）必ず、液が乾いてから使用して<ださい。 



キヤプスタン 
ピンチ□ーラ 


カセツトケースのはすしかた 


① カセツト取出しボタンを押し 
カセツトケースをひらきます。 

② 右囡のよろに横からカセツト 
ケースを持ち、そのまま矢印 
の方向に軽 <持ち上げます。 

❹カチツと音ガしてはずれます。 



(2) ぺッ H ： の消磁 

長時間の使用でヘッドが磁化されます。 LOAD 、 SAVE のとき、雑音が入つだり 
音質が悪<なりエラーの原因となります。市販の消磁器で、ヘッドを消磁して< 
ださい。 

(注)ヘッドにはドライバー、ピンセツトなどを近づけないでください。 
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•本機をパーソナルコンビュータ CZ _ 851 C /852 C 以外のコンピュータにお使い 
の壤石 

修理に出される前に次の点をもう一度お調べください。 


症 状 

原 1 

処 湖 

カセツトが入 
らない 

• カセツトの向きが逆になつて 
いませんか。 

• テープ面を下にして正しく入 
れてください。 

SAVE ができ 
ない 

• カセツトの入れ忘れではない 
ですか。 

• カセツトのツメが折れていま 
せんか。 

♦ COMPUTER モードになつ 
ていませんか。 

♦カ セットを入れてください。 

♦ツ メの穴をテープでふさいで 
<ださい。 

• 背面の MODE スイッチを 
MANUAU こしてください。 

LOAD ができ 
ない 

• COMPUTER モードになつ 
ていませんか。 

♦背面の MODE スイッチを 
MANUAU こしてください。 

U—KE ラー 
が発生する 

• ボーレ ー トはあつていますか 

& 位相ガ反転していませんか。 

• LOAD レベルはあつています 
か。 

•‘ BAU D スイッチを確認してく 
ださい。 

CZ -802 C：HIGH 
その他のコンピュータ ： LOW 
• PHASE スイ、ソチを REVI こ 
して、もう一度. LOAD して 
みて < ださい。 

^ MONITOR VOL つまみを 
調節し 、 CMT OUT のレべ 
ル （ LOAD レベル）を適度な 
レペルに合わせて < ださい。 

SAVE したプ 
□グラムがベ 
U フアイで見 
あたらない 

• MONITOR VOL が最ゾ」\1こな 
つていませんか。 

• CMT IN , CM 丁 〇 UT のジ 
ヤツクが逆になつていません 
か 0 

• MONITOR VOL を右(こ回 
してください。 

_ CMT 1 N .. 赤 

CMT OUT ……白 
にして < ださい。 

テープがピン 
チ□ーラ、キ 
ャブスタンに j 
まぎつ< 

•ピンチ□ーラ、キヤブスタン 
は污れていませんか。 

•綿棒、ク U — ナ液で清掃して 
<ださい。 
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■アフターサービスについて 

(1) 故障まだは異常ガ生じだときは、使用をやめて、差し込みプラグをコンセントか 
5抜ぎ、お買い求めの販売店ちし<はもよりのシャープお客様ご相賧窓□にご逋 
ら< ください。 

本機は精密機器ですので、ご自分での修理は避けてください。 

故障のままお使いになつだり、ご自分での修理は危険です。 

(2) ご転居、ご贈答品などで、お買いあげの販売店に修理を依頼できない場合は、も 
よりのシャープお客様ご相談窓□にお問い合わせ<ださい。 

■保証について 

(1) 本機には保証書がついています。保証書は販売店にて所定事項を記入してお渡し 
いだしますので、内容をよくお読みいだだき大切に保存してください。保証期間 
は、お買い上げの日から1年間です。 

(2) 保証期間中、万 一 故障した場合は保証書記載内容に基づき、修理し〗たします。< 
わしくは保証書をご覧ください。 

■補修用性能部品について 

当社は、このデータレコーダの補修用性能部品を製造打切後6年間保有しておりま 
す。補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するだめに必要な部品です n 
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■ 路 





方式 
>速度 


録音方式 
消去方式 

9ゥ • フラツタ 
周波数特性 


消 

電 



力 

源 


内蔵スピーカー 


«*#*■•« 


2トラック2チヤンネル 
4,75 cm/sec 
直流バイアス 
直流消去 

0.1%( WRMS ) 以下 
600 〜 10,000 HZ 

13 W (待期 5 W ) 
AC 100 V 50/60 HZ 
8 Q 5 •7 cm 


CMT IN ジャツク……3.54 

(入カインピーダンス600入力感度1 mV ) 


CMT OUT ジャック…3_5必 
(適合負荷8 Q 以上） 
REMOTE ジャック"•… 2.5 多 


COMPUTER CONTROL ジャック .-- DIN 7 ピン 

寸法 . 225(幅） X 150(奥行） X 109( 高さ) 

重量"- 2.6 kg 

付属品 . 取扱説明書⑴、保証讓 1) 

お客様ご相談窓□一覧表⑴ 
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淡 tr -^ o 株式会ネ 1 


本 社 


電子機器事業本部 


〒5 4 5 
亍 329-21 


大阪市阿倍野区長池町22番22号 
電話06 (621) 1221(大代表） 
栃木県矢板市早川町 i 7 4番地 
電話02874 (3) 1131 ( 大代表) 


お窝棒へ - +月日、お買いあげ店名を記入されますと、修理などの依頼のときに便利です。 


お買いあげ年月日 

年 尸 日ノ 

る負い®げ店名 


電話番号 

ちよりの 

お客様ご相談窓口 

し 


電話番号 


T 0544 -A 


② 






















